
ARCS
®

ARCSは、様々なアプリケーションに

対応する、コンパクトでハイパワーな、

スムーズで取扱いのしやすいスピー

カーシステムです。

エンジニア、SRデザイナー、そして設

備設計を行う人々にとって様々な用途

で使用できるARCSは、カバーエリア

内において想像を超えた音圧を提供し

ます。

ウェーブフロントスカルプチャーテク

ノロジーの基準を満たしたARCSは、

水平方向にアレイを組むと、明瞭で完

璧なコヒーレンスを実現します。

メインのFOHシステムとして使用する

場合、ARCSを複数台アレイを組めば、

要求されるサウンドマテリアルのほと

んどを満足させる高い音圧を得ること

ができます。水平方向にアレイを組ん

だ場合は、エンクロージャーの台数分

だけの限定された正確なカバーエリア

を確保でき、その結果もプランニング

の段階で予想が可能です。60度の角度

をもつ非対称の垂直指向特性により、

ダウンフィル、アップフィルのどちら

のアプリケーションでもフレキシブル

に対応します。

シングルセンタークラスターとして使

用する場合、スピーチなどの肉声は、各

エンクロージャーにおける、位相の乱

れの少ないクリーンなサウンドと一定

したレスポンスを得ることができます。

また、ARCSのきっちり定められた指

向パターンにより、サイドフィルアプ

リケーションにも適しています。

サブウーハーのSB218やdv-SUBと

の組合わせにより、さらにタイトでイ

ンパクトのある、パワフルなサウンド

を放出します。

大規模な音場でのディレイ用スピー

カーとしても優れており、一台でも複

数台での使用でも、また広い屋外のア

プリケーションでも様々な使用方法に

適しています。

アプリケーション

WSTベース、アクティブ2ウェイ

定指向性・パーフェクトカップリング

優れた明瞭感

コンパクト・ハイパワー

台形のカーブアレー

上下非対称の垂直指向特性

優れたフライングシステム

簡単かつ安全そして素早いセッティング

中規模・大規模向けシステム

ツアーリングや設備など幅広い用途に
対応

残響の多い音場に最適

SPECIFICATIONS（仕様）

 L-ACOUSTICS仕様書は，現実的なパフォーマンスとシミュレーションを行う為，そして先入観のない結果を出すための測定基準に基づいています．これらの仕様
書の中のいくつかは，他の製造業者の仕様書に比べると多少控えめであるようにみえます．測定は全てフリーフィールドで行われており，他に指摘が無い限り１ｍの
リファレンスディスタンス（参考距離）をおいております．

周波数特性
周波数特性　　　　 63 - 18kHz(±3dB) (2W HI preset)
使用可能帯域幅　　 50 - 20kHz (-10db)

感度1

LF (2.83 Vrms @ 1m) 98 dB SPL 63 - 800 Hz
HF (2.83 Vrms @ 1m) 109 dB SPL 800 - 18k Hz

入力2 　          推奨アンプ出力    公称インピーダンス
LF   54 Vrms  375 Wrms    1500 W peak       750 W                          8Ω
HF  29 Vrms  100 Wrms      400 W peak       400 W                          8Ω

指向特性(-6dB)3

水平　　　　　　　　対称　　　　　　　 22.5°
垂直　　　　　　　　非対称　　　　　　 20°下　40°上

システム出力4  音圧                      カバレッジ（-6dB)　　
1本　　　　　　　　　 128dB　        134dB (peak)　　　          22.5°H  × 60°V
2本　　　　　　　　　 133dB　        139dB (peak)　　　   45°H  × 50°V
4本　　　　　　　　　 137dB　        143dB (peak)　　　   90°H  × 50°V

ユニット構成
LF 1 ×15"防水処理（バスレフ、3"ヴォイスコイル）
HF 1×1.4"コンプレッションドライバーDOSCウェーブガイド搭載

エンクロージャー
・高さ　　　　　 820mm
・幅（前面）　　　　 440mm
・幅（背面）　　　　 190mm

・奥行き　　　　　　 652mm
・指向角度　　　　　 22.5°水平
　　　　　　　　　　 +40°・-20°垂直
・重量　　　　　　　 57kg
　梱包時重量　　　　 63kg
・梱包時サイズ　　　 860×480×730mm

・コネクター　　2×4ピン　
        ノイトリックスピコン（パラレル）

                        1±LF、2± HF
・材質    カバ材多重積層合板（15,18,24mm)
・塗装 マロングレー
・グリル スチール・黒色コーティング

気泡性フォーム材
・リギング　　　　　 フライングハードウェア内蔵
・ハンドル 天面底面1個づつ

その他に必要な機材
・専用のプリセットデーターが記憶されているデジタ
  ルクロスオーバー
・L-ACOUSTICS SB-218 dV-SUBサブウーハー
・L-ACOUSTICS  LA-24aかLA-48aパワーアンプ

1コンポーネントの定格帯域に対しての平均音圧測定
2コンポーネントに定格帯域幅で6dBのクレストファクターを持ったピンクノイズを使った場合の連続RMSパワーの定格表示
3 1kHz～10kHz帯域に対しての平均値
4 2W LO のプリセットイコライイザーを用いて、帯域レベル調整を行った１ｍでの連続出力音圧（アンウエイト）

L-ACOUSTICS PROFESSIONAL SOUND SYSTEM

WAVEFRONT
SCULPTURE
TECHNOLOGY®

THE INCREDIBLE INNOVATION OF

L-ACOUSTICS®, ARCS®, V-DOSC®, dv-DOSC®, WaveFront Sculpture Technology®は登録商標です。



Architect Specifications（構成）

このARCSは、専用のプリセットデーターが記憶されているデジタルクロスオー

バーでコントロールするようにデザインされた2ウェイ・アクティブ・ラウドス

ピーカーシステムです。フルレンジシステムとしての再生周波数帯域は63Hz～

18kHz(± 3dB )です。 18インチのユニットを2個内蔵したサブウーハー、

SB218を使用すると低音域をさらに広げることができます。3ウェイのシステム

としてクロスオーバーポイントを80Hzにセットすると帯域は25Hz～18kHzに

広がります。

このエンクロージャーは、1個の15インチバスレフのウーファーと、垂直に60

度、水平方向に22.5 度のカバーエリアをもつウェーブガイドが取り付けられた

1.4インチのコンプレッションドライバーで構成されています。

パワーハンドリングは、LFが375Wrms、HFは100Wrmsです。エンクロー

ジャーは台形で、テーパーの角度が水平指向角度と同じ22.5度になっています。

水平にアレーを組むとウェーブフロントスカルプチャーテクノロジーの理論に従っ

て機能します。

エンクロージャーにはフライングやスタッキングを行う際、お互いのエンクロー

ジャーを連結するためのレールが取り付けられています。アレーを組む時のための

アルミのカップリングバー、フライングバンパーをそのレールに取り付けます。ま

たキャスター付フロントドリーの着脱も簡単に行えます。エンクロージャーはマロ

ングレーで塗装されており、外部のハードウェアはすべて錆防止のために、ステン

レス製もしくはブラックパウダーコーティングが施されています。フロントグリル

は、音を遮断しない気泡製のフォームでカバーされています。スピーカーコネク

ターはノイトリック社の4ピンのスピコンが2個取り付けられており、それぞれパ

ラレル接続されています。

Accessories（アクセサリー）

ARCOUPL: ARCOUPLは2台のARCS を連結させるためのものです。2本の

バーで2台のユニットを連結させます。エンクロージャーに固定されている凹型の

レールにカップリングバーを差し込んで、付属のエンドシャックルで固定します。

重量は1.25kg です。

BUMP3: BUMP3はARCS をフライングさせる時に用います。BUMP3にカッ

プリングバー(ARCOUPL)をボルトで固定して使用します。重量は3.8kgです。

1個のバンパーで2台もしくは4台のエンクロージャーをフライングすることがで

きます。1台、3台、もしくは4台以上のキャビネットをフライングする場合には

BUMP3を2個使用して下さい。2個のバンパーで最大8台のエンクロージャーを

フライングできます。

LIFTBAR: 2つのBUMP3をこのLIFTBARに取りつけて使用します。吊ポイン

トを１点にまとめる時に便利です。

ARCSTRAP: ARCSTRAPはキャビネットを縦2段のアレーを組む際に、上の

エンクロージャーと下のエンクロージャーを連結させるために使用します。(前後の

ARCOUPLに取りつけるため2個で１セットです)

ARCPLA: 取り外し可能のドリー（ARCPLA）は、運搬の際にエンクロージャー

のフロント部分を保護します。ドリーはエンクロージャーのフロントグリルから飛

び出している2つのスタッドに、O-ring を用いて固定します。重量は7.3kg です。

ARCBUMP: ARCSを横にした形で、4本までフライングできる金具です。

ARCSCOV: ARCS用のエンクロージャー保護カバーです。

8
2
0
.0
0

440.00

7
3
3
.0
0

642.5
0

1
9
0
.0
0

630.00

22.00

背面 

天面（底面） 

側面 

S
C
A
L
E
 1
 : 
1
5
  
S
IZ
E
 m
m
 

前面 

ARCPLA

ARCSTRAP

ARCOUPL BUMP3 LIFTBAR

ARCBUMP

ARCSCOV



周波数特性：ARCSｘ１

ビーム幅（-6dB）：ARCSｘ１

指向性ファクターQ：ARCSｘ1

ARCS PERFORMANCE
DATA

周波数特性：ARCSｘ2

ビーム幅（-6dB）：ARCSｘ2

指向性ファクターQ：ARCSｘ2

水平

垂直

水平

垂直

軸上の周波数特性（ARCSｘ１）

ビーム幅上で平均を取った周波数特性（ARCSｘ１）

軸上の周波数特性（ARCSｘ２）

ビーム幅上で平均を取った周波数特性（ARCSｘ２）



WAVEFRONT SCULPTURE TECHNOLOGY®

サウンドエンジニアやオーディオコンサルタントのシステムプランを立てる上での

一番最初の仕事は、設定されたオーディエンスエリアにどのようなSRシステムを

どのように設置するか計画することです。技術の発展やスピーカーシステムのパ

フォーマンスの改善などにより、音の明瞭さ、コヒーレンス、音圧レベル、システ

ムの一貫性などはより良いものへと発展していっていますが、それと同時にオー

ディエンスエリアもまた大きくなっています。

それをカバーするためにラウドスピーカーの本数も増えていかざるをえなくなって

きています。要求される音圧レベルに達するために、一般的な方法としては、ラウ

ドスピーカーをアレイまたはクラスター状に組み上げます。その結果として、ほと

んどのSRシステムの各ラウドスピーカーから放出される音波は正しくカップリン

グされずにコントロール不可能な干渉を引き起こします。カバーエリアはみだれ、周

波数特性は一貫的でなく、全体的な音質が損なわれることになります。これらの干

渉が引き起こす音場の乱れは音響エネルギーの無駄遣いであり、一台のスピーカー

を同じ音圧レベルに達せさせるのよりも全体的に大量のエネルギーを必要とします。

この理論を理解するために、湖に何個かの小石を投げ込むところを想像して下さい。

小石が湖に投げ入れられると、小石が投げ込まれた場所から円状に波紋が広がって

いきます。たくさんの小石を投げ入れれば水面がかき乱されるのがわかるでしょう。

一方で、たくさんの小石と同じ重さと大きさをもつ1個の大きな石を投げ入れれば、

一個の小さな小石を投げ入れた時のように波紋が円状に美しく広がっていく様子を

見る事ができます。

何台ものスピーカーをいかに1台のスピーカーのごとく動作させるか

これがウェーブフロントスカルプチャーテクノロジーを発展させていく上での課題

となりました。もし、たくさんのスピーカーから発せられる音を1つの音源と同じ

ようにすることができたのなら、（取扱や運搬の容易さとは分けて考えた場合です

が．．．）私たちは完全にコヒーレントで予測可能なウェーブフィールドに到達するこ

とが出来るのです。

広いオーディエンスエリアをカバーするための様々な条件を満たすものとして、こ

れまではラインアレイが最適であるとされてきました。しかしこれまでは、次のこ

とが原因でラインアレイを適切にオペレーションすることを困難にしていました。

1）同じカバーエリアに向かって、複数の音源から放出される音によって発生する

干渉

2）高音域においてラインアレイを用いたシステムではカップリングを実現できな

かった

ウェーブフロント　スカルプチャー　テクノロジー

研究・開発プログラムの第一段階は、完全にモジュール化され、適合された単独の

音源をデザインする事でした。1988年にL-ACOUSTICSの初期のシステムであ

る、"DOSC"がこのプロジェクトが実行可能なものであることを証明しました。

実験的なコンセプトに基づき、マーセル・アーバン教授とクリスチャン・ヘイル博

士が1992年にオーストリアのウィーンで開催された第92回AES CONVENTION

において、論理的調査とその発見を発表しました。その論理は、周波数、音源の形、

表面の範囲、相対的な距離などを含む個々の音源をうまくアレイに組み立てるため

に音響のカップリングの条件を定めたものを理論として発展させたものでした。簡

単にですが、カップリングの条件は次のようにまとめる事が出来ます：スピーカー

の表面が平面状態、もしくはカーブ状態に連続するようにアレイを組まれ、さらに

ステップの距離も通常の状態にある音源のアセンブリーは、以下の2つの条件を満

たしている限り、アレイ全体が1つの音源と同等の動作をする。

周波数： ステップの距離（各音源の音を発する中心点と中心点の距離）が、波長よ

りも短い

形状： 個々の音源で作られる波面が平面で、放射エリアの表面が、表面全体の最低

80％を占めるように構成されている事

L-ACOUSTICSはこれらの条件をウェーブフロントスカルプチャーテクノロジー

と定義しました。1番目の条件では、低域においてのスピーカーコンポネントの配

列に関わる、単独の音源が達することの出来る限界について述べています。高域に

関しては、高域ドライバーに、特許を持つL-ACOUSTICSの"DOSC"ウェーブガ

イドを取り入れる事により、ウェーブフロントスカルプチャーテクノロジーの2番

目の条件を満たす事が出来ます。オーディオ帯域全体に関するウェーブフロントス

カルプチャーテクノロジーの条件を満たしていれば、システムデザイナーやエンジ

ニアに対して、正確なカバレッジエリアと波面の表面を持つ、"単独の "ラウドス

ピーカーを提供できます。そしてどのようなオーディエンスエリアをカバーするの

にも正確なインストールを可能にします。

L-ACOUSTICSのV-DOSC,ARCS,そしてdV-DOSCは本当の意味でのライン

ソースアレーのシステムです。V-DOSCとdV-DOSCは、より多いオーディエン

スとロングスローを必要とするアプリケーションのためにデザインされました。

ARCSはミディアムスロー用です。これら全てはウェーブフロントスカルプチャー

テクノロジーを最高の結果を得るために採用しています。

本        社   〒130-0021　東京都墨田区緑4-25-5　               TEL 03-5600-3685(代)  FAX 03-5600-3687 
大阪営業所　〒532-0002　大阪市淀川区東三国3-11-16-817   TEL 06-6391-8562      FAX 06-6391-8475 
                             www.bestecaudio.com              Email : info@bestecaudio.com

仕様・規格・外観は予告なく変更することがあります。2003/01現在

Single-row ARCS array

Double-row ARCS array


